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For　any 　五ghter　airplane 　passing　tran80nic　region ，　the　transon1c　buffeting　i8　unavoidable ・In　thi8　8tudy 　the

tran80nic　buf 蹴 ing　control 　wa 巳 experimental 止y　per最）rmed 　fbr　an 　ellipt 正cal　cylinder 　model 　with 　a　quite　3imple

method ，　Ttvo　tab8　were 　inBtalled　in　the　rare 　part　ofthe 　elliptical 　cylinder 　A8 　a　re8ult ，　pressure　oscillationB 　due　to

buffeting　were 　suppreB8ed ，　and 　the　drag　was 　reduced 　by 　54％ ．

1．序論

　航 空機、特 に 高 速で 飛 行す る 戦闘機などで は 、離

陸 か ら超 音速飛 行 に 至 る 間に 、遷 音 速 領域 を 安 全 に

飛 行 す る必 要が ある n こ の 時、機 体 周 り、特 に主 翼

周 りの 衝撃波発生 に よ る 不 安 定 な流れ が 発 生す る。

こ の 衝撃波の
．
卜流 で は 、流れ が 剥 離 し、そ の 結 果、

衝撃波の 発 生 点 が 翼表 面 を 非 定 常 に前 後 に 移動す るv

こ の よ うに して 、翼 ま わ りに 振動流 （パ フ ェ ッ テ ィ

ン グ） が 生 じる。

　す で に Thombi　Layukalloに よ っ て 、円柱 に小 さ

な 板 （以 下 タ ブ と呼ぶ ） を取 り付 け る こ と に よ り、

そ の 表面の 流れ の 不 安定 性 が 減少 す る こ と が確認 さ

れて い る
1〕。本研究で は、模型 と し て 楕 円柱 を考 え、

よ り翼 に似た形状で 実験 した。こ の 楕畊 主三に タ ブ を

取 り付ける こ と に よ っ て 、こ の 遷 音速 パ フ ェ ッ テ ィ

ン グ を 実 験 的 に 抑 制 す る こ と を考 え る。ま た、こ れ

に よ り抗 力 の 減少 も期待 され る。

2，実験装置 および実 験 方 法

　本 研 究 で は、名 占屋 大学 工 学研究科航空 宇宙 工 学

専攻 の 遷 音速風 洞 を使用 した。こ の 風洞 は誘導式 回

流 型 風 洞 で 、流路の
一

部を大気に 開放 して い るの で 、

流れ の 総圧 は大気圧 と等 し くな る。風 洞 測 定部は 幅

300mmX 高 さ 400mm で 、測定部 内壁 に 3 分

力天 秤を取 り付け、楕 円柱 に作用 す る 空気力 を測定
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した。楕 円 柱は 、その 短径 が
．
様流に 垂 直 とな る よ

うに天 秤 に取 り付け、マ ソ バ 数M ＝0 ．55 か ら 0 ．

76 で 実験 し た、，3 分 力 天 秤 か らの 電 気 信 弓
．
は 、AD

ボードを介 し て ｝）　C へ 取 り込 み、デー
タ 処 理 した、、

こ の 際、サ ン プ リン グ 周 波数 を 2KHz と した。

3．実験 模型

　供 試模型 と し て 、断面形状が 短 径 21mm 、長 径

41mm の 楕 「∫］で 、ス パ ン が 295mm の 楕 円柱を

使用 し た。図 1 に 示 す よ うに楕 円柱 の 後 縁か ら主流

と反対方 向 3mm の 位 置 に、高 さ 3mm 、厚 さ 1m

m の タ ブを取 り付 け た （以 降、こ れを模型 1 と呼ぶ ），，

　 ま た、後 縁か ら 2mm の 位置 に 取 り付 けた 模 型 （模

型 2 ） も実 験 した。い ずれ の 場合も、タ ブ は、ス パ

ン 方 向 全 域 に わ た り、楕 円 表面 に 垂 直 に ア ル ミテ ー

プで 取 り付 け た。なお、タブ の 付 い て い な い 模 型 も

実験 し て お り、こ れ を模 型 0 と 呼 ぶ 。

Fig．1　 Dimension 　 of 　 elliptical 　 cylinder 　 model

with 　tabs
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4．実験結果

　 図 2 お よ び 図 3 に、模 型 0 に 作用 す る揚 力 の 時間

変 動 に 対す る周 波数 ス ペ ク トル を示 す。図 2 は、マ

ッ ハ 数 を 変 えて 行 っ た 実験 デー
タ を 重ね 合 わ せ た も

の で あ る。

　　75Hz お よ び 150Hz の 振 動 は 、実験模 型 の

固 有振動 数 で あ る。こ れ は 、模型 に 強制 振 動 を 与 え

て 確認 し た。
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Fig．2　Frequency 　spectra 　 of 　time・varying 　lift　fer

model 　without 　tab （皿 odelO ）：M ＝0．56〜0．75
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Fig・3　change 　in　frequency　spectrum 　of 　lift　due　to

Mach 　number ：　M ＝ O．568 ’・・O．697
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　図 3 に 見られ る よ うに、マ ッ ハ 数が 増加 す る に っ

れ 、800Hz 付近 の 振動 が 増大 す る の が 分 か る。

ご く狭 い マ ッ ハ 数領域 （M ＝・O ．58 〜0 ．61 ）

で 顕著な振動 が 見 られ る。限られ たMach 数領域

で 起 こ っ て い る こ とか ら、こ の 振動 が遷 音速パ フ ェ

ッ トに よ る もの で ある と思 わ れ る。　 高さ3mm の
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タブ を付けた模 型 （模型 1） に掛 か る揚力 の 時 間変

動に 対す る振動ス ペ ク トル を図 4 に示 す。こ の 図か

ら分か る よ うに、M ・＝O ．56 噌O ．76 の 範囲 にお

い て 、800Hz 付 近 の 振 動 は ほ とん ど現 れ て い な

い 。こ れ らの 結果 よ り、タブ を取 り付 ける こ とに よ

り遷 音 流 に お い て 楕円柱 に 発 生 す るパ フ ェ ッ テ ィ ン

グ を 抑 制 で きる 可能性が ある。
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Fig．4　Frequency　spectrum 　of 　lift　fbr　model 　with

3mm 　high　tabs（mode11 ）：M ；O．56〜0．76

マ ッ ハ 数 と 楕 円 柱 に 働 く抗 力 係 数 の 関係 を 図 5 に

示 す。タ ブ を 取 り付 け て い な い 場合は 、M ； 0 ，5

7 付 近 で 急 激 に 抗 力 が 増 加 す る の に 対 して 、模 型 1

で は 、こ の 抗力 発 散 マ ッ ハ 数 が M ＝ O ．621 に 増

加 し た。さら に、こ の マ ッ ハ 数 にお い て 、抗 力 が 3

8 ％減少 した。

　
一

方、模型 2 で は、抗 力発 散 マ ッ ハ 数 が M ・＝ 　O ．

60 に な り、こ の とき、抗力は 54 ％減少す る。
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